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説
話
の
言
説
と
王
権
―
―
唱
導
活
動
を
軸
に
―
―
イ
ー
サ
ン
・
ブ
ッ
シ
ェ
ル
序：
説
話
の
言
説
―
〈
妄
語
〉
と
〈
実
語
〉
の
相
剋
と
反
転
中
世
の
無
住
『
雑
談
集
』
第
二
の
「
妄
語
得
失
事
」
に
は
、
仏
法
の
言
説
に
お
け
る
〈
妄
語
〉
と
〈
実
語
〉
の
相
剋
と
反
転
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
佛
法
ノ
中
ニ
、
權
實
ノ
二
教
此
有
リ
。
權
教
ハ
一
向
妄
語
也
。
實
教
猶
自
證
ノ
眞
空
冥
寂
ノ
處
ニ
望
レ
バ
妄
語
也
。
無
言
説
之
處
ニ
言
説
ス
ル
故
也
。
然
レ
ド
モ
、
方
便
ノ
力
ノ
無
言
説
ノ
處
ニ
言
説
ヲ
起
シ
、
無
身
体
・
現
身
、
説
法
妄
語
也
。
虚
似
ナ
レ
ド
モ
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
衆
生
利
益
ア
レ
バ
、
慈
悲
ノ
方
便
不
作
ト
云
フ
事
ナ
シ
。
是
ノ
故
ニ
、
経
ニ
云
、「
實
語
是
虚
語
、
以
生
語
見
故
、
妄
語
是
實
語
、
以
有
利
益
故
取
意
」。
サ
レ
バ
我
妄
語
セ
ズ
ト
云
語
見
也
。
返
妄
語
也
。
愚
老
ハ
随
分
ノ
恵
性
有
テ
、
利
益
有
バ
、
教
訓
等
ニ
妄
語
ス
ル
事
有
リ
。
方
便
也
。
若
シ
利
益
有
ル
妄
語
ナ
ラ
バ
、
返
テ
実
語（
１
）也。
こ
こ
で
は
、無
住
が
仏
法
に
お
け
る
権
教
と
実
教
を
〈
妄
語
〉
と
〈
実
語
〉
に
対
応
さ
せ
て
、
前
者
を
後
者
よ
り
引
き
上
げ
て
い
る
。
無
住
は
、
両
者
と
も
〈
妄
語
〉
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
説
を
始
め
る
。
実
教
の
言
説
は
無
言
説
の
と
こ
ろ
に
直
接
言
説
を
作
り
出
し
、
語
見
と
い
う
妄
想
の
原
因
の
ひ
と
つ
を
生
み
出
す
。
一
方
、
権
教
の
言
説
は
無
言
説
の
と
こ
ろ
に
方
便
の
力
に
よ
っ
て
言
説
を
作
り
出
す
。
こ
れ
は
権
現
が
無
身
体
の
も
の
を
方
便
の
力
に
よ
っ
て
現
身
を
作
り
出
す
こ
と
と
似
た
構
造
を
も
っ
て
お
り
、
無
住
は
こ
れ
を
「
説
法
妄
語
」
と
い
う
。
彼
は
そ
れ
が
虚
に
似
て
い
る
と
い
う
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
、
経
を
引
く
。
そ
こ
に
は
、
実
語
は
語
見
を
生
み
出
す
か
ら
虚
語
で
あ
り
、
逆
に
、
妄
語
に
は
利
益
が
あ
り
、
仏
意
を
顕
現
す
る
か
ら
実
語
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
無
住
は
逆
説
的
な
「
説
法
」
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
妄
語
を
使
わ
な
い
と
い
う
語
見
自
体
が
逆
に
妄
語
で
あ
る
と
主
張
し
、
自
分
で
も
利
益
が
あ
れ
ば
、
妄
語
を
方
便
と
し
て
使
う
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
無
住
の
説
法
論
で
は
、
方
便
と
し
て
の
〈
妄
語
〉
は
つ
ね
に
〈
実
語
〉
に
反
転
す
る
力
を
潜
め
る
。
無
住
が
い
う
「
説
法
妄
語
」
は
ど
の
よ
う
に
方
便
の
力
に
よ
っ
て
〈
妄
語
〉
を
〈
実
語
〉
に
反
転
す
る
の
か
。
そ
の
母
胎
と
な
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
論
文
は
、
小
峯
和
明
の
二
〇
〇
二
年
『
説
話
の
言
説
』
に
論
じ
ら
れ
る
「〈
実
語
〉
と
〈
妄
語
〉
の
説
話
史
」
と
い
う
テ
ー
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マ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、『
平
家
物
語
』
の
幕
開
け
に
語
ら
れ
る
得
長
寿
院
供
養
説
話
と
そ
の
形
成
の
場
に
光
を
な
げ
か
け
る
安
居
院
流
『
転
法
輪
鈔
』「
後
白
河
院
」
巻
の
蓮
華
王
院
に
関
す
る
表
白
を
と
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
中
世
日
本
に
お
け
る
説
話
の
言
説
や
唱
導
の
資
料
で
は
、
唱
導
活
動
の
役
割
と
そ
の
力
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
構
築
さ
れ
た
か
を
検
討
し
、〈
妄
語
〉
か
ら
〈
実
語
〉
へ
の
反
転
の
仕
掛
け
や
か
ら
く
り
を
追
究
す
る
。
第
一
節：
唱
導
と
説
話
の
言
説
―
〈
実
語
〉
説
話
の
確
立
『
梁
高
僧
伝
』
卷
第
十
二
に
は
、「
唱
導
」
に
お
け
る
「
譬
喩
因
縁
」
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
る
。
唱
導
者
。
蓋
以
宣
唱
法
理
開
導
衆
心
也
。
昔
佛
法
初
傳
。
于
時
齊
集
止
宣
唱
佛
名
依
文
致
禮
。
至
中
宵
疲
極
。
事
資
啓
悟
。
乃
別
請
宿
徳
昇
座
説
法
。
或
雜
序
因
縁
。
或
傍
引
譬
喩
。
つ
ま
り
、
仏
法
が
最
初
に
伝
え
ら
れ
た
時
に
、「
齋
集
」
と
い
う
法
会
で
疲
れ
た
僧
侶
に
活
を
入
れ
る
た
め
に
「
唱
導
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
心
に
は
「
譬
喩
因
縁
」
が
あ
る
。
「
譬
喩
因
縁
」
を
使
っ
て
、
仏
法
を
説
く
と
い
う
概
念
は
『
法
華
経
』
に
よ
る
。
方
便
品
に
、
わ
れ
、
成
仏
し
て
よ
り
い
ら
い
、
種
々
の
因
縁
、
種
々
の
譬
喩
を
も
っ
て
、
衆
生
を
引
導
し
、
諸
の
著
を
離
れ
し
め
た
り
。
そ
し
て
、
方
便
品
の
偈
に
も
、
是
の
如
き
諸
の
世
尊
も
、種
種
の
因
縁
譬
喩
、無
数
の
方
便
の
力
を
も
っ
て
、
諸
法
の
相
を
演
説
し
た
ま
い
き
。
『
法
華
経
』
で
は
、「
因
縁
譬
喩
」
は
仏
法
を
説
く
方
便
と
し
て
語
ら
れ
、
そ
の
例
と
し
て
有
名
な
「
七
喩
」
や
過
去
に
法
華
経
を
説
い
た
仏
に
関
す
る
「
因
縁
」
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
小
峯
和
明
が
こ
れ
を
受
け
て
、「
釈
迦
の
言
説
は
す
で
に
説
話
の
言
語
を
先
取
り
し
て
い
た
。
と
い
う
以
上
に
、
説
話
の
言
語
は
こ
の
釈
迦
の
宣
言
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。
日
本
の
院
政
期
に
お
け
る
唱
導
の
方
法
や
実
体
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
に
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
転
法
輪
秘
伝
』
が
あ（
２
）る。
そ
こ
で
、
説
経
（
ひ
ろ
く
言
え
ば
唱
導
）
に
「
規
」
が
あ
る
と
述
べ
、
説
経
の
詞
を
四
つ
の
構
成
要
素
に
区
別
し
説
明
す
る
。
一
つ
目
の
詞
は
、「
示
現
ノ
詞
」
で
あ
り
、「
今
日
ノ
功
徳
・
本
懐
」
の
有
様
や
儀
式
に
応
じ
て
、
自
分
を
導
師
と
す
る
こ
と
は
畏
れ
あ
り
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、「
本
文
ノ
詞
」
で
あ
り
、「
譬
喩
因
縁
」
を
使
わ
ず
に
「
善
根
ノ
躰
」
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
「
導
師
ノ
述
懐
」
で
あ
り
、「
功
徳
の
先
蹤
」
を
挙
げ
、
経
文
を
引
い
て
、
譬
喩
因
縁
を
加
え
て
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
つ
目
は
、「
施
主
分
詞
」
で
あ
り
、
檀
越
の
善
根
に
よ
る
利
益
、
或
は
願
文
に
従
っ
て
檀
越
の
意
趣
を
「
微
妙
ニ
尺
ス
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
目
の
施
主
の
本
懐
を
述
べ
る
部
分
に
、
説
経
師
の
「
才
」
が
も
っ
と
も
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
が
「
骨
ハ
折
」
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
も
譬
喩
因
縁
が
語
ら
れ
る
。
譬
喩
因
縁
・
伝
記
目
録
ノ
才
学
、
此
ノ
處
ニ
相
叶
タ
ル
ヲ
バ
、
タ
バ
ウ
テ
コ
ゝ
ニ
取
出
也
。
「
施
主
分
詞
」
ま
で
の
説
経
は
「
法
実
ヲ
成
ス
ル
事
ナ
レ
バ
聞
ヲ
ハ
イ
タ
ハ
ラ
ズ
」
だ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、「
施
主
ノ
耳
目
ヲ
オ
ド
ロ
カ
セ
、
肝
心
ニ
染
許
ノ
才
学
ヲ
バ
コ
ゝ
振
也
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
の
唱
導
で
施
主
を
は
じ
め
、
聴
衆
が
一
番
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
に
「
譬
喩
因
縁
」
が
語
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
重
要
な
の
は
そ
れ
が
自
由
に
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
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く
、
法
会
の
場
の
意
味
に
収
束
す
る
言
説
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〈
実
語
〉
と
い
う
語
も
『
法
華
経
』
に
よ
る
。
従
地
湧
出
品
の
偈
に
は
以
下
の
よ
う
に
釈
迦
が
説
き
あ
か
す
、
我
今
実
語
を
説
く
、
汝
等
一
心
に
信
ぜ
よ
、
我
久
遠
よ
り
来
、
是
れ
等
の
衆
を
教
化
せ
り
。
つ
ま
り
、〈
実
語
〉
と
は
仏
法
の
真
実
を
伝
え
る
聖
な
る
言
説
を
さ
す
。
小
峯
和
明
が
こ
れ
を
受
け
て
、〈
実
語
〉
説
話
を
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
る
。
「
仏
法
の
典
拠
を
も
つ
説
話
、
も
し
く
は
仏
法
の
権
威
や
正
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
説
話
―
具
体
的
に
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
は
じ
ま
る
『
法
華
験
記
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
な
ど
、
霊
験
記
や
往
生
伝
と
い
っ
た
一
連
の
漢
文
テ
キ
ス
ト
、
そ
の
母
胎
と
な
る
説
教
や
唱
導
に
媒
介
さ
れ
る
話
、
そ
れ
が
〈
実
語
〉
と
し
て
の
説
話
で
あ（
３
）る。」
つ
ま
り
、
こ
こ
で
、
小
峯
氏
は
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
の
説
話
集
を
〈
実
語
〉
説
話
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
媒
体
が
唱
導
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
〈
実
語
〉
と
し
て
の
説
話
は
、
唱
導
と
同
様
、
仏
の
教
化
・
衆
生
の
啓
悟
な
ど
、
仏
教
的
な
目
的
が
明
確
で
あ
る
。
唱
導
で
は
「
施
主
分
詞
」
と
い
う
法
会
の
主
催
者
の
本
懐
と
そ
の
善
根
や
利
益
を
述
べ
る
言
語
で
し
め
く
く
ら
れ
、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
説
話
集
は
各
話
末
の
批
評
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
説
話
は
仏
法
の
教
理
や
知
識
の
例
証
・
譬
喩
と
し
て
、
法
会
の
場
に
従
属
し
、規
定
さ
れ
る
。平
安
初
期
九
世
紀
の
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』、
院
政
期
の
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』、
金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
な
ど
の
現
存
す
る
唱
導
の
古
い
資
料
に
は
、
個
々
の
説
話
が
、
教
説
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
施
主
や
聴
聞
衆
や
場
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
譬
喩
因
縁
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
安
居
院
の
唱
導
指
南
書
『
法
則
集
』
に
、
因
縁
法
門
等
ヲ
バ
ス
ル
時
、
大
節
ダ
ニ
タ
ガ
ワ
ザ
レ
バ
、
語
何
ニ
替
テ
モ
不
レ
苦
。
而
本
文
不
レ
違
、
讃
挙
ニ
ハ
男
女
之
聞
ニ
サ
ビ
シ
ク
キ
コ
（
４
）ユ。
こ
の
よ
う
に
〈
実
語
〉
の
説
話
は
唱
導
で
い
う
「
譬
喩
因
縁
」
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
れ
を
先
述
し
た
無
住
の
「
説
法
妄
語
」
と
関
連
し
て
考
え
て
み
る
と
、
法
会
の
場
に
お
け
る
唱
導
は
俗
な
る
〈
妄
語
〉
説
話
を
聖
な
る
〈
実
語
〉
説
話
に
反
転
す
る
〈
宗
教
活
動
〉
で
あ
る
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
第
二
節：
説
話
の
〈
場
〉
と
王
権
―
法
皇
に
よ
る
堂
供
養
の
説
話
俗
な
る
〈
妄
語
〉
か
ら
聖
な
る
〈
実
語
〉
へ
反
転
す
る
唱
導
活
動
の
母
胎
は
何
か
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、『
平
家
物
語
』
の
諸
本
、
延
慶
本
や
長
門
本
、
ま
た
は
四
部
本
糸
の
平
家
族
伝
抄
、
語
り
本
糸
の
両
足
院
本
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
含
ま
れ
る
、
物
語
の
冒
頭
に
飾
る
「
得
長
寿
院
供
養
説
話
」
で
あ
（
５
）る。当
時
の
法
皇
―
鳥
羽
院
―
の
御
願
に
よ
る
三
十
三
間
の
堂
と
一
千
一
体
の
仏
像
の
供
養
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
法
会
の
直
前
、
導
師
と
し
て
定
め
ら
れ
た
天
台
座
主
は
急
に
辞
退
し
、
新
し
い
導
師
を
定
め
る
た
め
に
十
三
人
の
「
種
姓
高
貴
」
の
名
僧
が
籤
を
引
く
が
、
い
ず
れ
も
む
な
し
い
。
こ
れ
を
見
て
、
法
皇
は
、「
種
姓
下
劣
ナ
リ
ト
モ
心
ニ
慈
悲
ア
リ
テ
身
ニ
行
徳
イ
ミ
ジ
ク
天
下
一
番
ニ
貧
シ
カ
ラ
ム
僧
」
を
頼
む
と
決
定
す
る
。
そ
こ
に
蓑
笠
と
い
う
非
人
・
乞
食
ひ
い
て
は
濫
僧
ら
の
身
分
の
表
象
を
着
て
黒
い
衣
袈
裟
を
か
け
た
老
い
た
賤
し
い
貧
僧
が
現
れ
、
法
皇
に
「
愚
僧
コ
ソ
慈
悲
ト
行
徳
ト
ハ
闕
テ
候
ヘ
ド
モ
、
貧
窮
ノ
事
ハ
日
本
一
ニ
テ
候
ヘ
、
真
実
ノ
御
事
ニ
テ
候
者
、
可
参
哉
候
覧
」
と
、
そ
の
決
定
に
応
え
て
勤
め
よ
う
と
告
げ
る
。
法
皇
は
、
反
対
す
る
公
卿
を
押
し
切
っ
て
、
寺
院
の
秩
序
を
超
え
て
、
こ
の
「
無
縁
貧
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道
ノ
僧
」
を
導
師
に
定
め
る
。
供
養
の
日
に
、
貧
僧
は
、
日
吉
山
王
地
主
権
現
の
大
床
の
下
よ
り
現
れ
、
迎
え
の
輿
を
返
し
、
従
僧
二
人
と
下
僧
十
二
人
と
と
も
に
、
み
す
ぼ
ら
し
い
姿
で
法
会
の
庭
に
入
る
。
導
師
已
ニ
登
リ
給
ヘ
バ
膝
振
ヒ
ワ
ナ
ヽ
キ
テ
法
則
次
第
モ
前
後
不
覚
ニ
見
エ
タ
リ
。
暫
ク
有
テ
、
勧
請
ノ
句
ヲ
ハ
タ
ト
打
上
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
三
十
三
間
〔
の
御
堂
〕
ヲ
ヒ
ヾ
キ
廻
ク
リ
、
一
千
一
体
ノ
御
佛
モ
納
受
ヲ
タ
レ
給
ラ
ム
ト
ゾ
目
出
カ
リ
ケ
ル
。
表
白
実
ニ
玉
ヲ
吐
、
説
法
弥
々
富
楼
那
ノ
弁
舌
ア
リ
。
聴
聞
集
会
ノ
万
人
、
随
喜
ノ
涙
ヲ
流
シ
テ
無
始
ノ
罪
障
ヲ
濯
キ
、
見
聞
覚
知
ノ
道
俗
ハ
、
歓
喜
ノ
袖
ヲ
（
振
リ
）
テ
即
身
ノ
菩
提
ヲ
覚
ル
。
こ
の
導
師
の
説
法
に
、
法
皇
を
は
じ
め
、
聴
衆
皆
感
動
し
た
。
貧
僧
が
高
座
よ
り
下
っ
た
と
き
、
随
喜
し
た
人
々
の
投
じ
た
布
施
は
堂
の
前
に
山
の
如
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
。
聖
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
導
師
が
聴
衆
の
な
か
を
分
け
て
帰
ろ
う
と
す
る
時
に
、
忽
ち
空
へ
飛
び
あ
が
り
、
姿
を
失
っ
た
。
『
平
家
』
の
語
り
手
は
こ
の
貧
僧
が
地
主
権
現
の
本
地
叡
山
根
本
中
堂
の
薬
師
如
来
、
二
人
の
従
僧
は
日
光
月
光
の
二
菩
薩
、
十
二
人
の
下
僧
は
薬
師
の
十
二
神
将
で
あ
っ
た
と
示
す
。願
主
法
皇
の
信
心
清
浄
の
あ
か
し
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
神
仏
の
威
光
が
現
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
仕
組
み
は
一
見
対
立
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
二
つ
の
〈
極
〉
に
拠
っ
て
い
る
。阿
部
泰
郎
が
論
じ
る
ご
と
く
、
こ
の
説
話
は
、「
得
長
寿
院
の
三
十
三
間
の
大
堂
と
一
千
一
躰
の
仏
像
の
法
皇
に
よ
る
作
善
の
世
界
と
、地
主
権
現
床
下
の
貧
僧
の
世
界
と
を
対
置
し
て
、
い
わ
ば
王
と
非
人
と
の
対
極
を
な
す
関
係
を
物
語
の
な
か
に
象
っ
て
、
む
し
ろ
後
者
こ
そ
が
前
者
を
祝
福
す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
、
一
種
の
、
秩
序
の
転
倒
の
過
程
が
現
さ
れ
て
い（
６
）る。」
つ
ま
り
、
こ
の
物
語
は
、
一
方
に
は
、
貧
僧
を
導
師
と
し
て
定
め
る
と
い
う
法
皇
の
信
心
清
浄
を
讃
嘆
し
、
も
う
一
方
に
は
、
説
法
に
よ
っ
て
法
皇
御
願
に
よ
る
大
堂
を
神
仏
が
現
れ
、
菩
提
が
開
か
れ
る
聖
な
る
空
間
と
し
て
聖
化
す
る
導
師
の
不
思
議
な
力
を
讃
え
る
。
し
か
れ
ば
、
貧
僧
と
い
う
物
語
の
中
の
人
物
は
導
師
の
王
権
を
聖
化
す
る
力
を
表
す
象
徴
で
あ
っ
て
、
物
語
自
体
が
唱
導
の
聖
な
る
力
を
讃
嘆
す
る
譬
喩
（
寓
話
）
で
あ
る
。
こ
の
唱
導
の
譬
喩
に
は
、
中
世
社
会
の
階
層
の
秩
序
を
覆
す
破
壊
力
を
秘
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
種
姓
高
貴
」
の
高
僧
よ
り
、「
種
姓
下
劣
」
の
貧
僧
の
ほ
う
が
王
を
法
皇
と
し
て
聖
化
す
る
力
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唱
導
は
中
世
王
権
に
高
僧
を
代
表
す
る
寺
院
の
体
制
や
公
卿
を
代
表
す
る
国
家
の
秩
序
を
宙
吊
り
に
し
、
法
皇
と
し
て
の
権
力
を
よ
り
直
接
に
顕
現
す
る
可
能
性
を
与
え
る
。
も
し
、
王
権
が
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
神
学
』
に
い
う
よ
う
に
、「
例
外
状
態
に
か
ん
し
て
決
定
を
く
だ
す
者
を
い
う
」
の
で
あ
れ
ば
、
唱
導
は
王
権
の
例
外
状
態
の
決
定
を
可
能
に
す
る
宗
教
活
動
で
あ
る
。
唱
導
は
宗
教
活
動
と
し
て
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
機
能
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
唱
導
そ
の
も
の
の
母
胎
は
何
か
。
得
長
寿
院
説
話
が
示
す
の
は
、
そ
れ
が
導
師
の
生
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
貧
僧
は
、
非
人
と
し
て
、
宗
教
的
政
治
的
な
秩
序
の
外
に
生
き
て
お
り
、永
久
の
例
外
状
態
の
な
か
で
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
皇
も
国
家
の
法
や
寺
院
の
法
を
宙
吊
り
に
し
、
自
分
自
身
を
例
外
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
例
外
状
態
の
中
に
生
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
人
の
生
は
法
的
秩
序
の
限
界
の
外
に
生
き
て
い
る
と
い
う
点
で
、
構
造
上
に
似
通
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
、
貧
僧
は
法
皇
の
正
反
対
の
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
貧
僧
の
生
の
ほ
う
が
法
皇
の
生
よ
り
極
端
に
例
外
状
態
の
中
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
貧
僧
は
法
皇
よ
り
王
権
の
可
能
性
を
実
体
化
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し
、
擬
人
化
す
る
。
第
三
節：
唱
導
と
王
権
―『
転
法
輪
鈔
』「
後
白
河
院
」巻
に
お
け
る
堂
供
養
の
表
白
『
平
家
物
語
』
の
幕
開
け
に
は
唱
導
の
譬
喩
が
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
『
平
家
』
自
体
が
唱
導
の
活
動
に
媒
介
さ
れ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
譬
喩
は
唱
導
の
実
体
の
場
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
形
成
を
法
会
の
場
か
ら
あ
と
づ
け
て
い
く
こ
と
を
試
み
る
。得
長
寿
院
供
養
説
話
は
、
た
だ
『
平
家
物
語
』
の
諸
本
の
中
に
存
在
す
る
だ
け
で
は
な
く
、『
平
家
』
を
離
れ
て
法
会
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
は
室
町
期
の
唱
導
文
献
『
往
因
類
聚
抄
』
に
集
め
ら
れ
る
「
山
ノ
門
根
本
中
堂
薬
師
奇
特
事
」
で
あ
る
。阿
部
泰
郎
が
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
資
料
は
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
枠
組
み
を
借
り
て
、
後
白
河
院
に
よ
る
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
の
供
養
説
話
と
し
て
説
き
換
え
て
い
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
阿
部
は
「
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
伝
承
形
成
の
場
と
し
て
は
、
蓮
華
王
院
と
後
白
河
院
の
周
辺
が
第
一
に
想
定
し
て
く
る
」
と
提
唱
す（
７
）る。
得
長
寿
院
は
、史
実
と
し
て
、元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
の
大
地
震
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
後
に
、
堂
も
放
置
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、『
平
家
物
語
』
の
形
成
期
に
、
院
の
御
願
寺
院
は
、
得
長
寿
院
か
ら
既
に
蓮
華
王
院
に
移
さ
れ
た
。
三
十
三
間
堂
の
名
で
知
ら
れ
る
蓮
華
王
院
は
、
得
長
寿
院
を
モ
デ
ル
と
し
て
お
り
、
そ
の
信
仰
と
空
間
形
態
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
寺
院
で
あ
る
。
し
か
も
、
鳥
羽
上
皇
が
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
に
平
忠
盛
に
命
じ
て
千
体
観
音
堂
で
あ
る
得
長
寿
院
を
造
営
し
た
ご
と
く
、
後
白
河
法
皇
が
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に
忠
盛
の
子
の
清
盛
に
命
じ
て
創
建
し
た
の
で
あ
っ
て
、
願
主
と
共
に
二
代
に
わ
た
る
営
み
と
言
え
る
。
後
白
河
法
皇
の
御
所
法
住
寺
の
広
大
な
一
角
を
占
め
る
梁
間
三
十
三
間
桁
行
五
間
の
巨
大
な
建
築
は
、
院
家
の
御
堂
の
頂
点
で
あ
っ
た
。
創
建
当
初
の
堂
は
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
焼
失
し
、
今
現
存
す
る
の
は
そ
の
後
に
後
嵯
峨
法
皇
に
よ
る
再
興
さ
れ
た
堂
で
あ
る
。
こ
の
蓮
華
王
院
で
行
わ
れ
た
供
養
作
善
が
、
安
居
院
澄
憲
の
表
白
な
ど
の
唱
導
資
料
を
集
め
た
『
転
法
輪
抄
』「
後
白
河
院
」
巻
に
お
け
る
「
蓮
華
王
院
七
日
御
参
籠
結
願
表
白
」
に
記
さ
れ
て
い（
８
）る。
内
容
に
応
じ
て
試
み
に
Ａ
〜
Ｅ
の
五
段
に
分
け
た
。（
訓
読
は
作
者
に
よ
る
）
Ａ
〔
千
手
千
眼
観
世
音
大
悲
観
世
音
の
徳
用
〕
夫
、
五
濁
世
に
遊
び
、
無
畏
の
徳
を
施
す
こ
と
は
、
専
ら
観
自
在
尊
の
誓
ひ
に
あ
り
、
六
観
音
に
お
ひ
て
、
大
慈
の
名
を
得
た
る
者
は
、
独
り
千
眼
大
士
の
徳
に
限
れ
り
。
凡
そ
、
此
の
菩
薩
は
、
多
千
億
の
佛
に
侍
て
、
大
清
浄
の
願
を
発
し
、
智
方
便
を
修
め
習
ひ
て
、
神
通
の
力
を
具
足
せ
り
。
正
法
明
の
月
、
太
覚
の
嶺
に
雲
晴
れ
、
清
浄
光
の
珠
、
法
界
の
水
に
影
浮
ふ
。
刀
山
火
湯
の
苦
、
菩
薩
一
つ
に
向
へ
ば
、
悉
く
消
滅
す
。
生
老
病
死
の
患
、
衆
生
常
に
念
す
れ
ば
、
漸
く
に
解
脱
す
。
名
を
聞
き
身
を
見
る
者
、
不
空
願
念
す
。
心
に
念
し
口
に
唱
ふ
る
人
、
勝
利
必
ず
円
満
す
。
實
に
是
れ
、
大
悲
方
便
の
大
将
、
救
世
利
生
の
規
模
な
る
者
な
り
。
Ｂ
〔
院
の
参
籠
御
願
の
意
図
と
伽
藍
の
様
子
〕
我
君
、
十
善
の
叡
襟
を
凝
て
、
偏
に
帰
依
の
御
誠
を
抽
い
て
、
三
業
の
精
誠
を
潔
し
て
、
専
ら
渇
仰
の
御
志
を
尽
く
す
。
是
れ
を
以
て
、
早
く
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一
の
大
伽
藍
を
建
立
し
て
、
即
ち
千
体
の
金
容
を
安
置
す
。
即
ち
是
れ
、
天
下
希
代
の
御
願
た
り
、
域
中
最
勝
の
仁
祠
た
り
。
黄
金
の
膚
、
遍
く
耀
く
、
補
陀
落
山
紫
摩
の
光
瑞
を
見
し
が
如
し
。
千
眼
の
眸
、
互
に
照
す
、
十
方
世
界
の
大
士
の
分
身
を
集
む
に
似
た
り
。
Ｃ
〔
建
立
以
来
の
様
子
〕
建
立
以
来
、
年
月
幾
ず
ど
も
、
霊
験
勝
利
忽
ち
域
中
に
囂
か
し
、
遂
に
天
下
の
男
女
・
海
内
の
貴
賤
、
朝
に
は
肩
を
駕
し
て
参
入
し
、
暮
に
は
臂
を
打
ち
て
退
出
す
。
Ｄ
〔
蓮
華
王
院
に
営
ま
れ
る
仏
事
〕
方
今
、
今
月
十
八
日
よ
り
参
籠
御
願
あ
り
。
七
日
七
夜
三
時
に
三
密
の
護
摩
を
修
し
、
千
返
千
眼
の
尊
経
を
読
す
。
七
日
の
結
願
に
当
て
、
無
遮
の
大
会
を
設
く
。
上
三
宝
よ
り
、
下
孤
独
に
至
り
て
壇
度
を
遍
行
し
て
悉
く
糧
米
を
賜
ふ
。
飛
禽
走
獣
と
い
へ
ど
も
、
悉
く
恵
施
を
預
り
、
千
介
万
鱗
に
及
ぶ
ま
で
皆
放
生
を
蒙
る
。
旁
に
悲
田
・
敬
田
の
両
種
を
分
け
て
、
遍
に
財
施
・
法
施
の
勝
因
を
致
す
。
百
種
微
妙
の
上
供
を
捧
げ
て
、
殊
に
中
台
の
尊
に
献
た
り
。
千
灯
千
坏
の
供
具
を
備
へ
て
、
以
て
諸
尊
の
前
に
備
ふ
。
御
願
、
既
に
毎
年
の
御
勤
た
り
。
善
種
、
歳
迎
ふ
ご
と
に
勤
行
せ
し
む
御
者
な
り
。
Ｅ
〔
結
願
と
千
手
千
眼
観
世
音
へ
の
帰
依
〕
伏
し
て
願
は
く
、
千
手
千
眼
大
慈
大
悲
、
悉
知
悉
見
、
哀
受
哀
納
、
万
歳
の
宝
算
を
増
し
、
二
世
の
悉
地
を
満
た
し
奉
り
御
さ
む
。
三
宝
業
の
御
勤
、
千
眼
の
照
見
、
陰
無
し
。
十
善
の
玉
体
、
千
手
の
護
持
、
馮
あ
り
者
か
な
。
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
Ｃ
段
に
み
え
る
「
天
下
の
男
女
・
海
内
の
貴
賤
」
が
蓮
華
王
院
に
参
入
す
る
と
い
う
記
述
と
、
Ｄ
段
に
み
え
る
「
無
遮
の
大
会
」
を
設
け
て
下
賤
の
者
に
ま
で
施
行
を
賜
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｄ
段
に
鳥
獣
や
鱗
ま
で
も
資
糧
放
生
を
施
し
、
悲
田
・
敬
田
の
二
種
に
そ
れ
ぞ
れ
財
施
・
法
施
を
尽
く
し
た
と
あ
る
。
阿
部
が
こ
れ
を
受
け
て
、
中
世
の
安
居
院
が
洛
中
に
お
け
る
非
人
・
乞
食
等
へ
の
施
行
・
供
養
を
運
営
・
管
理
す
る
機
関
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
指
摘
し
、
乞
者
非
人
へ
の
施
し
も
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
こ
の
よ
う
な
非
人
へ
の
施
行
が
こ
の
機
会
に
限
っ
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
導
師
が
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
段
に
み
え
る
王
の
「
玉
体
」
を
「
護
持
」
す
る
千
手
の
大
悲
は
、
後
白
河
院
の
千
手
帰
依
を
強
調
す
る
が
、
そ
の
テ
ー
マ
は
院
が
死
を
間
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
文
治
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
に
始
め
ら
れ
た
蓮
華
王
院
に
お
け
る
「
院
七
日
御
逆
修
結
願
表
白
」
に
さ
ら
に
展
開
す（
９
）る。
阿
部
の
分
析
に
随
っ
て
、
そ
の
中
で
特
に
二
カ
所
を
注
目
し
た
い
。
他
の
文
章
を
省
略
し
て
、
内
容
に
応
じ
て
試
み
に
Ａ
〜
Ｃ
の
三
段
に
分
け
た
。
Ａ
〔
院
の
蓮
華
王
院
本
尊
千
手
千
眼
へ
の
帰
依
〕
…
…
今
度
御
願
、
殊
に
叡
心
有
り
。
菩
薩
照
見
し
給
ふ
ら
む
。
千
手
千
眼
の
尊
は
多
年
御
本
尊
な
り
。
持
念
、
既
に
四
十
七
年
に
及
び
、
等
身
尊
容
造
る
者
、
一
千
体
な
り
。
之
を
建
立
し
安
置
す
る
伽
藍
は
、
三
十
（
マ
マ
）
五
間
な
り
。
参
籠
し
御
す
、
幾
日
数
ぞ
。
臨
幸
御
す
、
幾
度
数
ぞ
。
或
は
霊
仏
、
或
は
明
神
。
本
尊
、
若
し
千
眼
像
た
ら
ば
、
叡
心
留
ま
り
、
帰
依
を
致
す
。
本
地
、
若
し
千
手
尊
た
ら
ば
、
神
襟
染
め
、
渇
仰
抽
き
御
す
。
毎
月
十
八
日
、
必
ず
卅
三
巻
経
王
を
転
読
す
。
定
め
て
一
千
反
神
咒
念
し
御
す
。
一
伝
本
尊
霊
像
御
し
以
来
、
毎
日
勤
行
し
、
全
く
怠
る
こ
と
無
し
。
一
馮
大
悲
本
誓
以
来
、
渇
仰
、
敢
て
改
ま
る
こ
と
無
し
。
定
め
て
知
る
べ
し
、
千
眼
照
見
、
毎
眼
光
放
ち
、
照
し
奉
る
。
千
手
護
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持
、
毎
手
臂
申
し
、
摩
奉
り
給
ひ
御
す
ら
む
。
Ｂ
〔
院
の
蓮
華
王
院
本
尊
千
手
千
眼
へ
の
勤
行
〕
方
今
、
逆
修
御
願
、
其
の
懇
志
前
々
よ
り
も
深
し
。
是
れ
恐
ら
く
、
最
後
修
善
た
ら
む
こ
と
を
。
造
立
御
願
、
其
の
信
力
年
々
よ
り
も
勝
る
。
定
て
必
ず
大
悲
護
念
垂
れ
御
す
べ
し
。
娑
婆
世
界
、
施
無
畏
聖
者
な
り
。
五
濁
悪
世
、
大
慈
悲
の
至
な
り
。
道
俗
多
く
此
の
菩
薩
に
帰
し
、
男
女
併
せ
て
其
の
誓
願
を
馮
む
。
し
か
れ
ば
、
我
君
が
ご
と
く
御
薫
修
は
、
聞
か
ず
、
見
ず
、
比
無
し
、
類
無
し
。
転
経
数
は
、
八
万
三
千
五
百
余
巻
。
神
咒
反
数
は
、
四
十
六
万
二
千
余
反
。
造
立
形
像
一
千
余
体
。
修
護
摩
修
行
法
御
事
、
知
ら
ざ
る
日
数
、
記
さ
ざ
る
数
量
。
今
当
、
貴
体
（
マ
マ
）
不
豫
な
る
。
宝
算
危
臨
み
有
り
、
誰
菩
薩
先
来
る
。
何
れ
大
聖
三
臨
み
給
ふ
べ
き
。
菩
薩
、
自
ら
節
知
り
、
更
に
啓
白
言
待
つ
べ
か
ら
ず
。
大
士
、
早
く
時
鑒
み
、
何
れ
啓
白
詞
を
待
つ
べ
き
か
な
…
…
Ｃ
〔
千
手
千
眼
観
世
音
の
感
応
霊
験
〕
感
応
霊
験
永
暦
元
年
十
月
七
日
、
御
熊
野
詣
時
、
護
摩
修
せ
し
め
御
す
間
、
壇
上
婆
蘓
仙
現
れ
給
ふ
こ
と
を
見
奉
り
御
す
云
々
。
應
保
二
年
六
月
八
日
、
如
法
千
手
護
摩
三
七
箇
の
間
、
如
法
懸
幡
燃
灯
、
勤
行
せ
し
め
御
す
間
、
御
本
尊
護
摩
壇
前
起
き
ず
、
千
手
陀
羅
尼
経
一
千
巻
転
読
す
。
結
願
の
時
に
臨
み
、
故
前
大
僧
正
覚
讃
、
夢
見
ら
く
、
「
院
、
生
身
千
手
観
音
を
は
し
ま
す
。『
何
に
今
ま
で
参
り
て
拝
み
奉
ら
ざ
る
か
』
と
語
る
人
あ
り
。
即
ち
、
夢
中
に
法
住
寺
殿
南
面
参
る
長
火
爐
御
所
。
（
マ
マ
）
法
皇
、
御
白
衣
に
て
御
小
袖
着
、
知
許
出
会
ひ
御
し
、
仰
ぎ
て
云
は
く
、
『
彼
は
何
事
に
参
せ
し
め
た
る
か
。』
と
尋
ね
し
む
。
御
答
え
申
し
て
い
は
く
、『
御
所
、
生
身
千
手
観
世
音
御
す
由
、
人
語
り
候
ふ
。
仍
、
拝
み
奉
る
為
参
る
所
な
り
。』
咲
せ
し
め
御
す
。
覚
讃
、
退
出
せ
む
と
欲
す
る
時
、
御
小
袖
褰
げ
、
見
奉
る
御
手
、
以
て
外
長
見
し
め
御
し
、
拝
み
奉
り
し
。
本
の
ご
と
く
御
衣
を
引
き
塞
ぎ
奉
り
ぬ
。
仰
ぎ
て
云
は
く
、『
ゆ
ヽ
し
く
宿
縁
有
り
け
る
者
か
な
、
海
岸
へ
往
か
む
時
は
、
必
ず
相
具
す
べ
き
な
り
』」
云
々
。
ま
ず
、
Ａ
段
に
後
白
河
院
の
蓮
華
王
院
本
尊
で
あ
る
千
手
千
眼
観
世
音
へ
の
帰
依
と
そ
の
勤
行
が
語
ら
れ
、
Ｂ
段
の
「
本
尊
由
来
」
に
院
の
若
い
こ
ろ
か
ら
の
信
仰
の
発
生
を
確
認
し
、
つ
い
で
Ｃ
段
の
「
感
応
霊
験
」
で
こ
の
信
心
修
行
に
応
え
て
示
さ
れ
た
験
し
を
取
り
あ
げ
る
。
そ
の
感
応
霊
験
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
応
保
二
年
（
一
一
六
一
）
に
、
恐
ら
く
は
蓮
華
王
院
本
尊
宝
前
に
お
け
る
千
手
護
摩
修
法
結
願
の
時
に
、
大
僧
正
覚
讃
の
夢
に
、
院
が
「
生
身
ノ
千
手
観
音
ニ
テ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
」
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
「
何
故
今
ま
で
そ
れ
と
悟
っ
て
参
り
拝
ま
な
か
っ
た
の
か
」
と
あ
る
人
に
責
め
ら
れ
て
、
そ
こ
で
覚
讃
は
夢
の
中
で
御
所
へ
参
っ
て
院
と
対
面
す
る
。
院
は
白
衣
に
小
袖
ば
か
り
の
略
装
で
出
会
い
、
彼
の
見
参
の
故
を
問
う
。
覚
讃
が
そ
の
由
を
申
し
上
げ
る
と
、
院
は
た
だ
微
笑
む
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
覚
讃
が
退
出
す
る
と
き
、
院
は
小
袖
を
か
か
げ
て
御
手
を
見
せ
た
。
そ
れ
は
長
く
見
え
る
よ
う
で
あ
り
、
千
手
の
徴
で
あ
る
。
も
と
の
よ
う
に
衣
を
引
い
て
、
院
は
彼
に
「
ゆ
ヽ
し
く
宿
縁
有
り
け
る
者
か
な
、
海
岸
へ
往
か
む
時
は
、
必
ず
相
具
す
べ
き
也
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
覚
讃
が
な
く
な
っ
た
ら
、
必
ず
補
陀
落
の
岸
辺
へ
伴
う
、
と
院
が
約
束
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
段
の
感
応
霊
験
譚
は
演
劇
的
で
説
話
的
な
夢
想
を
語
る
こ
と
で
、
院
を
生
身
千
手
ま
で
聖
化
す
る
。
安
居
院
流
『
転
法
輪
抄
』
の
「
後
白
河
院
」
巻
の
蓮
華
王
院
に
関
す
る
表
白
は
院
政
期
に
お
け
る
唱
導
活
動
と
王
権
を
考
え
る
上
で
示
唆
深
い
。「
院
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七
日
御
逆
修
結
願
表
白
」
の
Ｃ
段
が
示
す
よ
う
に
、
唱
導
で
い
う
「
譬
喩
因
縁
」
と
い
う
い
き
い
き
と
し
た
物
語
が
法
会
の
場
で
語
ら
れ
、
そ
し
て
、「
蓮
華
王
院
七
日
御
参
籠
結
願
表
白
」
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
演
技
的
な
儀
礼
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
「
無
遮
ノ
大
会
」
で
天
下
の
男
女
貴
賤
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ま
た
後
者
の
表
白
が
示
す
よ
う
に
、
資
糧
放
生
や
非
人
・
乞
食
等
へ
の
施
行
な
ど
の
特
別
な
事
業
が
実
施
さ
れ
、
得
長
寿
院
説
話
で
描
か
れ
る
ご
と
く
、
唱
導
は
国
家
の
法
や
寺
院
の
法
を
宙
吊
り
に
し
、
例
外
状
態
を
作
り
、
そ
れ
が
院
の
法
皇
と
し
て
の
聖
な
る
王
権
を
よ
り
直
接
的
に
顕
現
す
る
活
動
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。こ
の
蓮
華
王
院
に
関
す
る
表
白
が
伝
え
る
法
会
の
場
は
、
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
形
成
に
関
与
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
得
長
寿
院
供
養
説
話
で
描
か
れ
る
場
は
そ
う
い
っ
た
実
体
的
な
場
と
は
異
な
り
、
語
り
手
と
聞
き
手
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
時
空
で
あ
り
、
物
語
の
中
に
存
在
す
る
虚
構
の
〈
場
〉
で
あ
る
。
ま
た
無
住
の
発
想
に
戻
っ
て
み
る
と
、
虚
構
の
〈
場
〉
と
実
体
の
場
は
、
妄
語
と
実
語
と
同
様
、
必
ず
し
も
絶
対
的
に
対
立
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
導
師
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
仏
法
に
か
な
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
譬
喩
因
縁
な
ど
の
虚
構
の
物
語
は
捏
造
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
こ
れ
が
無
住
の
発
想
の
中
心
に
あ
る
。
凡
、
此
物
語
ニ
記
ス
ル
事
ニ
テ
、
慥
ニ
聞
置
タ
ル
事
ナ
ル
。
コ
ト
ニ
法
功
能
、
仏
神
ノ
威
力
、
無
レ
私
事
ナ
レ
バ
、
不
レ
聞
事
ヲ
バ
不
レ
申
。
三
宝
御
知
見
ア
ル
ベ
シ
。
ユ
メ
ユ
メ
空
キ
作
ゴ
ト
虚
誕
ナ
シ
。
大
方
ハ
タ
ト
ヒ
事
ナ
リ
ト
モ
、
道
理
ニ
モ
不
レ
背
、
仏
法
ニ
モ
ア
ハ
バ
、
譬
喩
ヲ
造
出
シ
テ
モ
、
法
義
ヲ
顕
ス
事
ナ
レ
バ
、
過
ア
ル
マ
ジ
キ
事
也
。
其
上
是
レ
ハ
皆
慥
ナ
リ
。
当
世
ノ
事
ヲ
多
ク
記
ス
ル
故
ニ
、
其
名
ヲ
隠
シ
、
委
ク
カ
カ
ヌ
バ
カ
リ
ナ
リ
。
若
シ
カ
ラ
ヌ
事
ニ
ハ
、
少
々
名
ヲ
モ
記
ナ
リ
。
（『
沙
石
集
』
梵
舜
本
巻
七
・
二
十
四
）
無
住
の
発
想
で
は
、
譬
喩
・
た
と
え
は
虚
構
（
妄
語
）
と
実
体
（
実
語
）
の
相
即
を
可
能
に
す
る
修
辞
で
あ
る
。
こ
の
発
想
を
借
り
て
み
る
と
、
得
長
寿
院
供
養
説
話
と
い
う
唱
導
の
譬
喩
は
虚
構
の
場
し
か
描
か
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
導
師
か
ら
み
る
唱
導
の
真
実
を
伝
え
る
可
能
性
を
も
つ
、
と
い
え
る
。む
す
び：
唱
導
と
い
う
聖
な
る
潜
勢
力
を
実
現
す
る
〈
宗
教
活
動
〉
無
住
の
説
法
論
が
示
す
よ
う
に
、
中
世
日
本
に
お
い
て
説
法
（
ひ
ろ
く
言
え
ば
唱
導
）
は
物
語
な
ど
の
〈
妄
語
〉
を
譬
喩
因
縁
な
ど
の
〈
実
語
〉
へ
反
転
す
る
〈
宗
教
活
動
〉
で
あ
っ
た
。
無
住
の
言
葉
を
借
り
て
い
え
ば
、
そ
れ
が
方
便
の
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
力
に
よ
っ
て
説
話
の
言
説
は
唱
導
を
媒
介
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
説
話
を
は
ぐ
く
む
唱
導
活
動
自
体
は
何
を
媒
介
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
唱
導
の
方
便
の
力
は
何
を
母
胎
と
し
た
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
本
論
で
は
『
平
家
物
語
』
の
幕
開
け
に
語
ら
れ
る
「
得
長
寿
院
供
養
説
話
」
を
参
照
し
た
。
こ
こ
で
は
、
現
身
を
起
こ
す
方
便
の
力
は
貧
僧
と
い
う
排
除
さ
れ
た
生
を
媒
介
に
現
れ
た
。
こ
の
生
は
、
法
皇
と
同
様
、
国
家
の
法
か
ら
も
寺
院
の
法
か
ら
も
、
自
ら
を
例
外
と
し
て
排
除
し
た
時
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
皇
と
貧
僧
は
、
同
一
の
構
造
を
も
つ
存
在
で
あ
り
、
互
い
に
相
関
関
係
に
あ
る
正
反
対
の
二
つ
の
〈
極
〉
を
提
示
す
る
。
こ
の
二
つ
の
〈
極
〉
こ
そ
が
、
唱
導
活
動
の
母
胎
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
虚
構
の
場
を
描
く
「
得
長
寿
院
供
養
説
話
」
に
も
、
実
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体
の
場
を
伝
え
る
『
転
法
輪
鈔
』
の
蓮
華
王
院
の
表
白
に
も
、
唱
導
は
そ
の
相
対
す
る
〈
極
〉
を
つ
な
げ
て
か
た
ど
っ
て
み
せ
る
運
動
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
次
の
こ
と
が
導
き
だ
せ
る
。
俗
な
る
存
在
で
あ
る
王
と
非
デ
ユ
ナ
ミ
ス
人
の
生
は
、
聖
な
る
潜
勢
力
を
も
ち
、
そ
れ
を
聖
化
し
実
現
す
る
力
、
い
わ
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
ば
、
現
勢
力
が
唱
導
に
ほ
か
な
ら
な（
１０
）い。
さ
ら
に
論
を
展
開
す
れ
ば
、
唱
導
は
、
中
世
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
二
つ
の
極
端
な
潜
勢
力
を
母
胎
と
し
て
、
聖
な
る
〈
実
語
〉
説
話
を
生
み
出
す
〈
宗
教
活
動
〉
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
た
、
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
注
（
１
）
山
田
昭
全
、
三
木
紀
人
校
注
『
雑
談
集
』（「
中
世
の
文
学
」
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
八
五
〜
八
六
頁
。
（
２
）
馬
渕
和
夫
・
田
口
和
夫
「
翻
刻
・
醍
醐
寺
蔵
『
転
法
輪
秘
伝
（
説
法
秘
条
）』」（『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
１８
、
二
〇
〇
〇
年
）。
（
３
）
小
峯
和
明
『
説
話
の
言
説
―
中
世
の
表
現
と
歴
史
叙
述
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
三
八
頁
。
（
４
）
阿
部
泰
郎
・
山
崎
誠
『
法
儀
表
白
集
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
５
）
以
下
の
得
長
寿
院
説
話
の
本
文
の
引
用
は
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
釈
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
６
）
阿
部
泰
郎
「
唱
導
と
王
権
―
得
長
寿
院
供
養
説
話
を
め
ぐ
り
て
」
（「
伝
承
の
古
層
」、
一
九
九
一
年
）、
二
二
二
頁
。
（
７
）
注
（
６
）
阿
部
論
文
参
照
、
二
三
七
頁
。
（
８
）
永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
唱
導
集
上
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）、
二
二
三
〜
二
二
四
頁
。
（
９
）
注
（
８
）
参
照
、
二
四
六
〜
二
四
七
頁
。
（
１０
）
Sovereign
王
Pow
er権
と
剥
き
出
し
の
生
、
そ
し
て
、
そ
の
潜
勢
力
と
現
勢
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
、ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
著
、高
桑
和
巳
訳
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
―
主
権
権
力
と
剥
き
出
し
の
生
』（
以
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
参
照
。
（
イ
ー
サ
ン
・
ブ
ッ
シ
ェ
ル
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
院
生
）
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